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全国さんま棒受網漁業地域プロジェクト改革計画書 
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地域プロジェクト名称 

 

 

 全国さんま棒受網漁業地域プロジェクト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域プロジェクト 

運   営   者 

 

 

 

 

 

名称 

 

 

全国さんま棒受網漁業協同組合 

 

 

代表者名 

 

 

代表理事組合長 八木田 和浩 

 

 

住所 

 

 

東京都港区赤坂一丁目9番地13号 

 

 

計画策定年月 

変更年月 

 

 

平成28年4月 

平成29年2月 

平成29年3月 

平成30年2月 

 

計画期間 

 

 

平成28年度から平成32年度 

 

 

実証事業の種類 

 

 

・資源管理又は国際漁業再編整備対策の実施に伴う他魚

種転換等の経営多角化の実証事業 

・漁船等の収益性回復の実証事業 
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大事項 中事項 現状と課題 取組記号・取組内容 見込まれる効果（数値） 効果の根拠 

 

流通・販売等

に関する事項 

 

 

商品開発・販

路の開発／拡

大に関する事

項 

 

（船上凍結） 

公海さんま調査では、ミールに仕向け

るか、外国輸出用船上凍結製品に限定

して調査を実施したが、ミールの販売

額は、平成 27 年 34 円／kg、外国輸出

用冷凍品は、平成 27 年 9 月 92 円／kg

で採算性の確保が難しい。 

 

Ｎ  

 

製品は船上凍結品、仕向けは、外

国輸出用に限定するが、原料供給

の少ない年上半期を中心に輸出を

図り、単価の向上に取り組む。サ

イズ無選別ジャングル仕立て冷凍

ブロックを基本とするが、タイ、

ベトナム等輸出先に応じて箱詰め

製品等を生産する。 

 

公海さんま調査時の輸出価格

を超える単価を確保する。 

（92円／ｋｇ→平成 27年上半

期輸出価格ロシア 116.2 円／

kg、ベトナム 167.2 円／kg、タ

イ 142.2 円／kg） 

 

 資 料 1 7  

 

（船上凍結） 

上記のとおり、製品の形態、仕向けは

限定して行われている。寄生虫の付着

により輸出品の需要が見込めない等

により、販売が困難となる事態が発生

し、冷凍品及び冷凍品に供さなかった

生サンマを加工船に引き渡した。 

 

Ｏ  

 

洋上売魚の引渡しに余裕がある場

合、凍結品をロシア加工船に引き

渡す。また、寄生虫の付着による

販売単価の下落、販売の中止等必

要に応じ、冷凍に供しなかった生

サンマを加工船に引き渡す。 

 

幅広い製品の生産、仕向けの拡

大等により、収益性の一層の向

上を図る。 
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（共通）冷凍品の販売仕向けは輸出に

限定されていたが、販売単価は低く

（平成度 28 年 50 円、29 年度 68 円）、

採算性の確保は難しかった。 

 

Ｐ 

平成３０年度事業から、冷凍品（

船上凍結品及び陸上凍結品）の販

売仕向けに国内流通を追加する。 

冷凍品の販売仕向けに国内流通を

追加することで、収益性の向上を

図り、目標値129円/kgを超える単

価を確保する。 

 

 




































